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創刊号に寄せて
—教育研究の在り方
Foreword - On educational research 
筑波大学教育学会会長 桑 原 隆 ※
国語教育の研究に携わり， 現場の実践家との研究会も定期的に月 一 回開催して





しばである。 これらの示唆， 疑問， 憤慨は， 教育研究の在り方の問題にすべて収
敏してくる。
教育研究にしても， 教育学研究にしても， 究極の目的は， 人間形成という教育
の営みを追究しながら， そこから人間形成の普遍的な原理や法則を見い出し， 確
寸していくことにあるといってよいであろう。
熱心なある教師は， 仮説をたて， その仮説に基づき授業を構想し， 仮説の正当
性を検証する試みを行っている。 一学期にプリテストを行っておき， 仮説に基づ
いた授業を行った後， ＝学期に再度同質のテストを行い， 平均点を比較する。 プ
リテストよりも平均点が数点上がった結果がでて， 仮説の正しさが証明されたと




















あるように思われてならない。 ケ ー ススタディは， そこから早急に普遍的な法則
を発見していくというよりも， 一つ一つのケ ー ススタディそのものが， 価値ある
研究であるように思われる。
